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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成28年12月28日(2016.12.28)

【公表番号】特表2016-506595(P2016-506595A)
【公表日】平成28年3月3日(2016.3.3)
【年通号数】公開・登録公報2016-013
【出願番号】特願2015-546495(P2015-546495)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｖ  13/12     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   8/04     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｖ   13/12     ３００　
   Ｆ２１Ｓ    8/04     １００　
   Ｆ２１Ｙ  101:02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月11日(2016.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  第１面（１５０）及び第２面（１５２）を有するレンズ（１００，２００，４００，５
００，７００，８００，１０００，１１００，１２００）と、
  少なくとも前記第１面に向けて初期方向に光を導くように構成されたＬＥＤ光源（１１
０，２１０，５１０，８１０）とを備える配光システムであって、
  前記第１面に向かう光が、前記レンズを通り、少なくとも一部が前記第２面で反射して
戻され、前記ＬＥＤ光源からの光の前記初期方向とほぼ反対方向にバットウィング配光が
生成され、
  前記第２面（１５２）の反対側に配置され、前記ＬＥＤ光源（１１０，２１０，５１０
，８１０）からの光を反射するリフレクタ（２２０，５２０，８２０）をさらに備え、
  前記レンズ（１００，２００，４００，５００，７００，８００，１０００，１１００
，１２００）が、前記第１面（１５０）と前記第２面との間に側面を形成する第３面（１
５４）を含み、前記第３面を光が通過し、前記ＬＥＤ光源（１１０，２１０，５１０，８
１０）からの光の、ほぼ前記初期方向に出射し、
  前記レンズを通過して前記第３面から出射する光の少なくとも一部が、前記リフレクタ
によって反射されて、前記レンズによって生成されたバットウィング配光の中央領域に補
助光を提供する、配光システム。
【請求項２】
  前記第２面（１５２）が、中心線２に沿って２つの対称部分または非対称部分に分けら
れており、それによって、対称バットウィング配光または非対称バットウィング配光を生
成する、請求項１に記載の配光システム。
【請求項３】
  前記第２面（１５２）が、中心線２に沿って２つの対称部分に分けられており、それに
よって、対称バットウィング配光を生成し、
  前記２つの非対称部分の各々が、中心軸からピーク光強度の点に定義される角度を有し
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ており、それぞれの前記角度の差異が、約５°～約３０°であり、
  前記第２面（１５２）が、中心線に沿って２つの非対称部分に分けられており、第１部
分の光量と第２部分の光量の相対比率が、約２０：８０～４０：６０となるように、前記
ＬＥＤからの光束が、前記第１部分に向けられている、請求項１に記載の配光システム。
【請求項４】
  前記レンズ（１１００）が軸対称であり、
  前記レンズ（１０００）が直線状に細長い、請求項１乃至３のいずれかに記載の配光シ
ステム。
【請求項５】
  前記第１面（１５０）が、前記ＬＥＤ光源（１１０，２１０，５１０，８１０）を少な
くとも部分的に受ける凹部領域を含む、請求項１乃至４のいずれかに記載の配光システム
。
【請求項６】
  バットウィング配光を生成する方法であって、
  光源で、第１面（１５０）と第２面（１５２）を有するレンズ（１００，２００，４０
０，５００，７００，８００，１０００，１１００，１２００）を、光の初期方向に照射
することであって、照明光の一部が、前記レンズの前記第１面に当たり、前記レンズの前
記第２面から、前記光源の光の前記初期方向とほぼ反対の方向に、前記レンズ内で内部反
射するように、照射することを含み、
  前記レンズ（１００，２００，４００，５００，７００，８００，１０００，１１００
，１２００）が、前記第１面（１５０）と前記第２面（１５２）との間に側面を形成する
第３面（１５４）を含み、前記第３面を光が通過し、前記ＬＥＤ光源（１１０，２１０，
５１０，８１０）からの光の、ほぼ前記初期方向に出射し、前記方法が、
  光の前記初期方向とはほぼ逆方向に、前記第２面（１５２）と反対側に位置する前記第
３面を通過する照明光の一部を反射することをさらに含む、方法。
【請求項７】
  前記第２面（１５２）が、中心線に沿って２つの対称部分または非対称部分に分けられ
ており、それによって対称バットウィング配光または非対称バットウィング配光を生成す
る、請求項１５に記載の方法。
【請求項８】
  前記第２面（１５２）が、中心線に沿って２つの非対称部分に分けられており、それに
よって非対称バットウィング配光を生成し、
  前記２つの非対称部分の各々が、中心軸からピーク強度の点に定義される角度を有して
おり、それぞれの前記角度の差異が、約５°～約３０°であり、
  前記２つの非対称部分が、約２０：８０～４０：６０の範囲の割合で、前記第１部分と
前記第２部分とに配光する、請求項６または７に記載の方法。
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